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二
〇
〇
七
年
度
決
算
報
告
と
質
疑
が
行
わ
れ
、
満
場

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

経
過
報
告
に
対
す
る
発
言
は
、
合
田
満
代
議
員

（
上
野
支
部
）・
青
木
孝
一
代
議
員
（
上
野
支
部
）・

新
川
修
一
代
議
員
（
新
橋
支
部
）・
千
葉
利
吉
代
議

員
（
新
橋
支
部
）・
松
井
弘
文
代
議
員
（
八
王
子
支
部
）

以
上
五
名
か
ら
受
け
、
松
川
書
記
長
の
答
弁
も
含
め

て
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

運
動
方
針
及
び
規
約
改
正
に
対
す
る
発
言
は
、
丸

山
淳
一
代
議
員
（
自
動
車
支
部
）・
松
本
靖
雄
代
議

員
（
大
宮
工
場
支
部
）・
松
田
恭
明
代
議
員
（
新
橋

支
部
）・
大
野
広
志
代
議
員
（
八
王
子
支
部
）・
望
月

英
征
代
議
員
（
中
央
支
部
）・
伊
東
敏
明
代
議
員
（
大

井
工
場
支
部
）・
吉
村
吉
光
代
議
員
（
横
浜
支
部
）・

佐
藤
幸
雄
代
議
員
（
大
宮
支
部
）・
湊
信
蔵
代
議
員

（
国
府
津
支
部
）・
佐
藤
満
代
議
員
（
八
王
子
支
部
）・

岡
田
直
之
代
議
員
（
新
橋
支
部
）・
加
藤
英
樹
代
議

員
（
上
野
支
部
）
以
上
一
二
名
か
ら
受
け
、
松
川
書

記
長
の
答
弁
も
含
め
て
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
鎌
田
財
政
部
長
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
予

算
案
提
案
が
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
ス
ト
権
が

満
票
で
確
立
、
新
年
度
地
方
委
員
の
選
出
、
決
議
二

本
・
大
会
宣
言
の
採
択
、
石
上
委
員
長
の
団
結
頑
張

ろ
う
で
終
了
し
た
。

五
九
回
定
期
地
方
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

山
本
副
委
員
長
の
司
会
で
定
時
に
始
ま
り
、
常
盤

教
宣
部
長
よ
り
資
格
審
査
委
員
会
報
告
が
行
わ
れ
、

代
議
員
五
〇
名
中
四
八
名
、
執
行
部
一
七
名
中
一
六

名
の
参
加
に
よ
り
大
会
が
成
立
し
て
い
る
事
が
宣
言

さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
議
長
に
小
尾
代
議
員
（
八
王
子
支
部
）、

副
議
長
に
古
沢
代
議
員
（
新
橋
支
部
）
を
選
出
し
、

冒
頭
、
石
上
委
員
長
よ
り
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て

の
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、

国
労
議
員
団
紹
介
、
国
労
東
日
本
本
部
・
本
部
か
ら

の
報
告
、
宮
里
弁
護
士
か
ら
の
弁
護
団
報
告
が
行
わ

れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
山
田
執
行
委
員
か
ら
大
会
期
日
の

延
期
承
認
提
案
、
松
川
書
記
長
か
ら
経
過
報
告
並
び

に
運
動
方
針
案
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。

　

昼
食
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
山
本
副
委
員
長
か
ら
協

約
・
協
定
の
締
結
承
認
提
案
、
小
菅
青
年
部
長
か
ら

選
挙
管
理
委
員
会
設
置
提
案
、
松
川
書
記
長
か
ら
組

織
検
討
委
員
会
報
告
、
宮
﨑
組
織
部
長
か
ら
規
約

一
部
改
正
提
案
が
行
わ
れ
、
鎌
田
財
政
部
長
か
ら

団
結
力
は
負
け
な
い

　

保
全
科
分
会
は
、
東
京
都
品
川
区
に
あ
る
東
京

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
保
全
科
で
働
く
仲
間
で
組

織
さ
れ
て
い
る
。
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
は
、

二
〇
〇
四
年
に
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
近
代
化
・
工
場

と
区
所
の
検
修
一
元
化
に
よ
り
大
井
工
場
と
山
手

電
車
区
が
統
合
し
て
発
足
し
た
。
保
全
科
は
大
き
く

分
け
る
と
、
旧
山
手
電
車
区
を
引
き
継
い
だ
東
エ

リ
ア
（
構
内
本
部
）
と
新
保
全
体
系
に
基
づ
い
た

二
三
一
系
電
車
の
検
修
班
や
入
換
班
な
ど
の
西
エ

リ
ア
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

組
合
員
は
、
旧
山
手
電
車
区
の
検
修
と
旧
工
場
の

仲
間
を
合
わ
せ
て
一
六
名
で
組
織
し
て
い
る
。
職
場

で
は
、
外
注
化
や
合
理
化
が
進
ん
で
お
り
、
昨
年
四

月
に
車
輪
転
削
の
外
注
化
に
続
い
て
今
年
七
月
に
は

信
号
の
移
管
に
よ
り

信
号
職
場
が
廃
止
に

な
っ
た
。

　

分
会
で
は
安
全
や

作
業
環
境
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

新
系
列
電
車
の
保
全

で
は
同
時
脱
着
作
業

の
問
題
や
山
手
線
の

車
両
基
地
と
し
て
女

性
乗
務
員
に
優
し
い

構
内
を
目
指
し
た
要

求
を
運
転
の
仲
間
と

連
携
し
て
会
社
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
職
場
は
日

勤
や
派
出
検
査
な
ど
の
徹
夜
勤
務
が
あ
り
、
全
員
が

集
ま
る
機
会
は
少
な
い
が
、
団
結
力
は
他
の
分
会
に

負
け
て
は
い
な
い
。

　

一
〇
月
一
二
日
に
、
大
井
工
場
支
部
が
主
体
と

な
っ
て
「
第
一
五
回
し
な
が
わ
国
鉄
ま
つ
り
」
を
品

川
区
戸
越
公
園
で
開
催
す
る
。
地
域
の
連
帯
す
る
仲

間
と
手
作
り
の
ま
つ
り
と
し
て
昨
年
は
四
千
名
の

来
場
者
を
数
え
た
。
今
年
も
お
で
ん
と
ウ
ー
ロ
ン
ハ

イ
の
模
擬
店
を
出
店
し
て
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る

予
定
。

　

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
は
、
昨
年
七
月
に
二
九
歳

の
主
任
運
転
士
が
国
労
に
加
入
し
た
が
、
そ
の
後
の

拡
大
は
な
く
、
新
入
社
員
や
若
い
社
員
に
対
す
る
取

り
組
み
を
模
索
し
て
い
る
状
況
。

　

保
全
科
分
会
は
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
特
長

を
生
か
し
、
分
会
の
活
性
化
に
よ
っ
て
職
場
要
求

の
実
現
、
組
織
拡
大
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑

張
る
。

国 

労 

加 

入 

を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

第
五
九
回
定
期
大
会
は
、
大
会
開
催
日
前
日
に
中
野
電
車
区
の
主
任
運
転
士
二
名
が
国
労
に

加
入
し
、
こ
の
一
年
間
で
一
一
名
の
仲
間
が
国
労
に
加
入
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
殆
ど
の
代

議
員
か
ら
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
の
報
告
と
、
こ
の
闘
い
の
重
要
性
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
、

今
後
一
年
間
、
更
に
ま
い
進
し
よ
う
と
意
思
統
一
が
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
中
労
委
を
舞
台
に
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
と
の
一
括
和
解
に
伴
う
、
そ

の
実
効
性
に
対
し
て
の
成
果
の
報
告
は
あ
り
な
が
ら
も
、「
あ
っ
せ
ん
」
申
請
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
未
だ
一
部
特
定
労
組
に
対
す
る
取
り
扱
い
の
差
別
性
を
指
摘
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

　

更
に
、
子
会
社
化
や
エ
ル
ダ
ー
制
度
に
伴
い
、
出
向
先
職
場
の
労
働
条
件
改
善
や
団
交
出
席

を
求
め
る
声
も
多
く
出
さ
れ
た
。
大
会
は
、
こ
う
し
た
声
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
こ
れ

か
ら
一
年
間
共
に
闘
う
こ
と
を
決
意
し
あ
っ
た
。（
大
会
の
詳
細
は
次
号
）

　

九
月
二
七
日
、
都
内
・
発
明
会
館
に
於
い
て
、
第
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準
決
勝
Ａ
面
は
、
新
幹
線
地
本
と
大
宮
地
区
本
部

Ａ
で
行
わ
れ
、
四
対
四
の
同
点
の
た
め
特
別
ル
ー
ル

と
な
り
、
大
宮
地
区
本
部
Ａ
が
勝
利
し
た
。

　

準
決
勝
Ｂ
面
は
、
大
井
工
場
支
部
と
新
橋
支
部
Ａ

で
行
わ
れ
、
一
回
に
三
点
を
あ
げ
た
新
橋
支
部
Ａ
が

大
井
工
場
支
部
の
猛
追
を
振
り
切
っ
て
四
対
二
で
勝

利
し
た
。

　

三
位
決
定
戦
は
乱
打

戦
と
な
っ
た
が
、
一
二

対
八
で
新
幹
線
地
本
が

勝
ち
、
三
位
に
入
っ
た
。

　

優
勝
決
定
戦
は
、
五

回
終
了
時
で
六
対
六
の

同
点
と
素
晴
ら
し
い
試

合
が
展
開
さ
れ
た
が
、

大
宮
地
区
本
部
Ａ
の
二

人
が
熱
中
症
と
な
る
な

ど
力
尽
き
、
新
橋
支
部

Ａ
が
九
対
六
で
優
勝
し
た
。

　

最
高
殊
勲
選
手
賞
は
陶
山
正
勝
選
手
（
新
橋
支

部
Ａ
）、
最
優
秀
投
手
賞
は
川
野
美
芳
選
手
（
新

橋
支
部
Ａ
）、
敢
闘
賞
は
星
光
司
選
手
（
大
宮
地

区
本
部
Ａ
）、
打
撃
賞
は
古
賀
一
幸
選
手
（
大
井

工
場
支
部
）
と
な
っ
た
。

　

九
月
一
二
〜
一
三
日
に
開
催
さ
れ
た
、
国
労
東

日
本
本
部
第
二
二
回
定
期
大
会
に
於
い
て
、
機
関

紙
等
表
彰
が
行
わ
れ
、
東
京
地
方
本
部
管
内
か
ら

八
つ
の
機
関
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

最
優
秀
表
彰
の
部
で
は
、
通
算
五
〇
〇
号
以
上

と
し
て
中
央
支
部
・
東
京
工
事
事
務
所
分
会
の
「
東

工
ニ
ュ
ー
ス
」
と
八
王
子
地
区
本
部
・
八
王
子
機

関
区
分
会
の
「
分
会
情
報
」、
ま
た
、
年
間
五
〇
号

以
上
達
成
と
し
て
新
橋
支
部
・
蒲
田
車
掌
区
分
会

の
「
分
会
か
べ
し
ん
ぶ
ん
」
と
田
町
電
車
区
分
会

の
「
連
結
器
」
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

優
秀
表
彰
の
部
で
は
、
年
間
三
〇
号
以
上
達
成

と
し
て
大
井
工
場
支
部
の「
保
全
」が
表
彰
さ
れ
た
。

　

更
に
、
東
京
地

本
も
日
頃
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い

る
、
東
京
地
本
内
各

サ
ー
ク
ル
「
国
労

東
京
ハ
ム
ク
ラ
ブ
」

「
国
労
東
京
野
球
審

判
団
」「
国
労
東
京

走
友
会
」
も
今
回
表

彰
の
栄
誉
を
受
け

た
。

　

地
方
本
部
は
九
月
一
六
日
、
隔
月
に
開
催
し
て

い
る
職
場
激
励
行
動
を
行
っ
た
。
前
回
の
神
奈
川

地
区
本
部
管
内
に
続
き
、
今
回
は
大
宮
地
区
本
部

管
内
の
職
場
を
訪
問
し
た
。

　

大
宮
地
区
本
部
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
当
日
は

大
宮
駅
に
集
合
。
川
越
線
・
埼
京
線
・
武
蔵
野
線

の
駅
を
訪
問
し
た
。
今
回
訪
問
し
た
の
は
指
扇
・

中
浦
和
な
ど
全
て
宇
都
宮
企
画
開
発
持
ち
の
職
場

で
、
委
託
・
出
向
に
伴
う
話
題
が
多
く
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
各
駅
と
も
、
み
ど
り
の
窓
口
の
廃
止
で
利

用
客
か
ら
の
苦
情
が
あ

り
、
特
に
遅
延
・
事
故

の
際
の
長
距
離
切
符
の

払
い
戻
し
も
出
来
な
い

こ
と
へ
の
苦
情
に
苦
慮

す
る
事
が
話
さ
れ
た
。

　

今
後
も
、
地
方
本
部

で
は
定
期
的
に
職
場
訪

問
を
行
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
訪
問
の
際
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

的
場
駅

　

第
三
六
回
国
労
東
京

委
員
長
杯
争
奪
軟
式
野

球
大
会
第
二
日
目
、
準

決
勝
・
決
勝
・
三
位
決

定
戦
が
九
月
四
日
、
大

井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

野
球
場
で
開
催
さ
れ

た
。

　

天
候
不
順
が
見
込
ま

れ
、
三
〇
分
開
始
を
早

め
て
準
決
勝
が
始
ま
っ

た
。

準
優
勝
の
大
宮
A

優
勝
し
た
新
橋
A


